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1．目的

　部屋の 殲 衣服や食器 の 後片 付 けな どが苦手な子 ど

もたちに対す る指導は どうあるべ きだろうか。本研究では，
小 学校に通 う健常児を対象に，3 人の父親がそれぞれの 家庭

で生 じて い る子 どもの 片づ け行 動の 問題点を行動分析学の 視

点か ら検 討 した うえで ，親子 が楽 しみなが ら取 り組めるポジ

テ ィ ブな解決方法を提案する。
2，方法

事例 1

（1）対象児 A 児（CA9 ：6）は床に衣fi侵が散乱 して い て も，全 く

気にな らない 状態であっ た。

  標的行動「脱 い だ服をか ごに入れ る」

  手続き 1）ベース ライ ン期 脱 い だ服 を 1 ヶ 所 に ま とめて

置い た服 の 枚数を観察 した。2》介入期 脱衣所に か ご を置き，

脱い だ服をか ごに入れ るよ う促 した。服 をかごにい れる と脱

衣所の 床がきれい にな っ た状態を賞賛 した 。

（4騰 働 の結果
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（1）対象児　B 児（（A7 ：1），　C 児 （CA 　 8；6）は整理整 頓が苦 手

で，机 上や床 には文房 具や玩具が 散乱 して い る。相当強 く叱

責 しない 限 り，部屋の整理麹順をしない 。

  標的行動　 「自主的な部屋の整理整頓」 とした。
「机上に

散乱する物品数」 と 「父親の 声かけな しに整理 整頓を行っ た

回 数の 累積」 を従属変数として 測定 した。

  手続き　1）べ一
ス ライン期 父親 は対象児に普段 と同 じ

対応 を した。 2）介入期　不 要品を捨て て 片付ける場所を確保

す るな ど環境の 整備 を行 っ 鵡 また 「片付け点検表」 を導入

して 記録をと り，基 準点に達 してい れ ば週末に 「ご褒美」 を

与えた。「ご褒美」 と 「点検表」 は介入後期 に消去 した。

  事例 2の 結果
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事例 3
（1）対象児 D 児 （CA 　11：3）C 児（CA7 ：1）は 「食後の 後片付け

が面倒くさい 」，r見た い テ レ ビ番組 があ る」等の理 由で 自主

的に食器の 片付けが で きない状態で あっ た。

  標的行動 「自分の 使っ た食器を 自主的に片付ける」と した。

自主的な片付けを 2 点，言語プロ ンプ トに よる片付けを 1点，
片付 けなしを0点としグラフ の Y 軸に朝夕の 合計得点を記録

した．
（3）手続き 1）ベー

ス ラ イ ン期 朝食後，夕食後の 食器の片付け

を観察 した。2）介入 1期 食後 食器を流しに運ぶ よ う言語 プ

ロ ン プ トを出 し，で きた ら賞賛 し石動を強化した。言語プロ ン

プ トは フ ェ
ードア ウ トし，自主 的にで きた場 合 には よ り大 き

な賞賛 を与 え た。3）介入 2 期 冬休み 期間中の 学校の 課 題 と併

用 して実施した。

（4）事例 3の 結果
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　事例1で は ，か ごを置 くこ とで服 を入れ る場所が明確になっ

た。また，褒められる こ とで床が綺麗になっ た状態が習得性好

子 とな り，か ごに服 を入 れ る行動 が彳働 内在的随伴性で 維博さ

れ た と考えられ る。

　事 餬 で は，片づ けやす くす るための 環境整備が 効果を発揮

し拙 また、点検表 と褒美を消去 した後 も対 象児の 片付け行動

が維持 された 事例1と同様に，これ は机 上が片付い てい る状

態が習得性 の 好子になっ たた めだ と考え られ る。

　輙 Bは D児は賞賛が好子 となり自主的な片付けhSで きた。　E

児は介入 1で賞賛が好子 とな り食器の 片付けは で きたが，自主

的な行動は連続で 生起 しなか っ 乱 介入2に よ りE児の 自主 的な

行動が増加 したの は，宿題カードに ○印をつ ける こ と，学校の

先生に褒 め られ るこ とが好子になっ た と考えられ る。

　 これまで 家庭で の 子どもの 日常的な問題行動に対 して 拭

叱責等の ネガテ ィ ブな方法が安易に 選択 され る こ とが多か っ

た。しか し，3 つ の 事例か らぽ 子 どもの 問題点を分析 して

環境を整備 し，適切な対応策を用 い るこ とで，親子 が ともに

楽 しみなが ら問題を解決で きるこ とが示された。
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